
様式第二号の八 (第人条の四の五関係 )

(第 1面 )

産業廃棄物処理計画書

2つ虫ぅ年彎月 1日

た,′7＼県知事
殿
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8ソ十-0432

大分県中津市耶馬澳町大字金吉5196番地31

有限会社おおいた黒蘇鞍場
代表取締役 高 時 文 広
TEL.FAX 0979-56-3006

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。
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(日本工業規格 A列 4番)



(第 2面 )

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 (夕θ,虫 年度)実績】

産業廃棄物の種類 赤

排  出  量 2 υ θ t 井 t

①現状 (これまでに実施した取組)

女がφ床崎 っ拳x菫

【目標】

産業廃棄物の種類

排   出  量 ユ 予θθ t と
'_

t

②計画 (今後実施する予定の取組)

耐>

産業廃棄物の分別に関する事項

(分別 して ヤヽる産業廃棄物の種類及び分男I1イこ関り
~
る取組 )

①現状 負籍 鷹 ! ゲ房1 | 生i み iび生θ ネと″弩わ1生
為及ヽ

! つ

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

耐、力 !

②計画



(第 3面 )

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 (ユ 0 年度)実績】

産業廃棄物の種類 え
自ら再生利用を行つた

産業廃棄物の量 字 υρ
t t

①現状
(これまでに奉施した取組)

球Rもイ9、頻J40降ケ9

【目標】

産業廃葉物の種類 え 危
自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 字
'つ

t t

②計画

【前年度 ()υ み必年度)実績】

産業廃棄物の種類 掟給寃え
自ら熱回収を行つた

産業廃棄物の量
t t

①現状
自ら中間処理により減量した

滋業廃棄物の量 '午
′◇ t t

(これまでに実施した取組)

,シ 手つ朴 4́いノに分船坐デ

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類 れ窃甕鷹
自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量
t t

自ら中間処理により減量する

産業廃棄物の量
υ    t五″'

t

(今後実施する予定の取組)

¶与



(第 4面 )

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 (】θュと年度)実績】

産業廃棄物の種類

①現状

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行つた

産業廃棄物の量

t t

(これまでに実施した取組)

,え拳じレ

【目標】

産業腐棄物の種類

②計画

自ら
'里

立処分又は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

t t

(今後実施する予定の取組)

耐.と

産業廃葉物の処理の委託に関する事項

【前年度 (,Dユ2.年度)実績】

産業廃棄物の種類 擁各j奄体
全 処 理 委 託 量 >      t t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 > t t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
t t

①現状
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
t t

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

t t

(これまでに実施 した取組)
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(第 5面 )

②計画

【目標】

産業廃築物の種類 及み形し峯
'

全 処 理 委 託 量 ♪一     t t

>    t t

t t

t t

t t

(今後実施する予定の取組)
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